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全長 300キロ超、 

北京の「コウシンバラのネックレス」が話題に！  

 

５月の北京は、街中に色とりどりのコウシンバラに抱きしめられ、コウシンバラの花海

が SNSやメディアを席巻します。 

冬季の環状道路や幹線道路は、朝晩のラッシュ時には車列が何キロも続き、車の流れが

止まり、まさに巨大な「駐車場」になりますが、５月に入ると、道路両側と高架橋の緑地

帯のコウシンバラが一気に賑やかに咲き誇り、そよ風が吹くと花枝がゆらりと揺れ、花び

らが風にひらひらと舞い、ほのかな香りが車窓から流れ込みます。かつては重苦しく渋滞

していた環状道路が、どこまでも広がる赤、黄、白、ピンク、オレンジ色などコウシンバ

ラの花でつながれ、通勤の疲れが目に飛び込む「コウシンバラのネックレス」の中で静か

に溶けていきます。 

 

中でも話題のトップに上り詰めたのは、

国貿橋エリアのコウシンバラです。全長

7.2キロメートルの国貿橋には、ガードレ

ールに沿って５万６千本のコウシンバラが

絡みつき、美しく咲き乱れています。国貿

橋のコウシンバラは「約束」と名付けられ、

道沿いにぎっしりと並び、ふっくらとした

ピンク色の花びらが陽光を浴びて柔らかな

輝きを放ち、CBDの高層ビル群と互いに映

え合っています。 

国貿橋エリアのコウシンバラの回廊は、

北京の環状道路に連なるロマンチックな

「ネックレス」の一部に過ぎません。現在、

北京の環状道路の両側の緑地帯では、さま

ざまな種類のコウシンバラが競うように咲

き誇り、300キロ以上にわたる「ネックレ

ス」を形成しています。 

コウシンバラは北京市の市花として高貴

な花ではありませんが、５月から 10月末まで毎月咲く性質から人々に深く愛されています。

報道によると、北京を魅了するコウシンバラの回廊において、主力となる 2つの国産品種

「約束」と「北京紅」は、いずれも中国農業大学園芸学院の花卉イノベーションチームに

よる丹精込めた育成の成果です。新品種を育成するには概ね８年から 10年と非常に長い時

間がかかりますが、北京の環状道路や幹線道路の喧噪に耐え、都市の寒暖差に堪え、排気

ガスと車の流れの間でたくましく育ち、熱烈に咲くという都市緑化の植栽基準を満たすま

でに、「約束」は第一世代の交配育種から、いま国貿橋での登場に至るまで、15年の歳月
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写真出所：CCTV ニュース 

を歩んできたそうです。 

 

また、北京市園林緑化局の話に

よると、全長 65.3キロの第四環

状道路の緑化景観向上プロジェ

クトは、今年 11月に全面完工の

見込みです。来年の５月には、北

京の第二、三、四環状道路が「コ

ウシンバラのネックレス」で見事

に閉じられ、さらに美しくなるで

しょう。（キク） 

 

 

 

「食空間の共有」へと移行するグルメ発信： 

その演出手法と収益構造の実態 

かつてデジカメで撮影した料理写真と日記形式のブログで店舗情報を紹介していた時代

から、SNSの台頭を経て、グルメ発信は「グルメインフルエンサー」によるエンターテイン

メントへと劇的に変化しました。現在はショート動画からライブ配信へと時代を迎え、料

理の湯気や肉の焼ける音、とろけるチーズの質感といった動的な魅力が不可欠となってい

ます。ただ美味しいものを紹介するアーカイブから、視聴者と一緒にその場の臨場感をリ

アルタイムで楽しむ「タイパ」（タイムパフォーマンス）重視のスタイルが主流です。 

しかし、料理を綺麗に映すだけのコンテンツはすでに飽和しています。現在ユーザーの

目を引きつけるには、一瞬で脳を刺激する演出とストーリー性の掛け合わせが必須です。

スマートフォンの手ブレを防ぐ三脚固定、斜め 45度のアングルで立体感を出すこと、さら

に食感を擬似体験させる音響効果（ASMR＝エーエスエムアール。咀嚼音・焼ける音などを

通じて臨場感を高める音響効果）といった技術は基本にすぎません。スクロールを止めさ

せるために、動画の冒頭 1秒で「凄まじいデカ盛りのドアップ」などのフックを配置する

手法や、「ここマジで秘密にしたいんだけど…」と語りかけるナレーション、「〇〇元握

りしめて行く食べ歩き」といった疑似デート風の構成で、視聴者に体験を追体験させるこ

とがバズる鉄則となっています。 

この華やかな世界の裏側には、影響力に応じたシビアな収益構造（ピラミッド）が存在

します。 

トップ層は、コアなファンによるライブ投げ銭や月額サブスク、オフ会などの「ファン

経済」を主軸に多額の収益を上げています。プラットフォーム側に約 50～70％の手数料が

引かれる仕組みではありますが、圧倒的なファン数でそれをカバーし、さらに中抜きのな

い高単価な企業への直接 PR案件やオリジナル商品の販売へとビジネスを展開します。  

一方、中堅層は新店などのプロモーション報酬を得つつ、配信で紹介したお取り寄せグ

ルメの注文金額から数％〜数十％を紹介料として受け取るアフィリエイトで手堅く稼ぐの
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が特徴です。 

そして最も分母の大きい初心者や非トップ層の実態は、現金報酬のない「現物支給型の

経済」です。店舗側から「発信を条件に当日の食事代を無料にする」という食事の無料サ

ービスが中心となります。食費を浮かせながら実績を作れるため新規参入者が絶えません

が、移動費や拘束時間を考慮すると、仕事としては赤字になりやすいという側面を持って

います。（ハン） 

 

 

夏×アウトドア、 

スポーツをテーマにしたイベントで新潟を紹介しました！  

 

大家好！（ダージャーハオ！皆様こんにちは！） 

「日本は梅雨入りした」というニュースを耳にしましたが、こちら北京は初夏を迎えま

した。まだ「真夏」ではないので、気温は 25 度前後だったり 35 度を超えたり、日によっ

てまちまちですが、気温が 36、37度と体温を超えた５月末に、在中国日本大使館主催で「日

本の夏スポーツ・アウトドアイベント」が開かれ、新潟県と共同でブース出展をしてまい

りました。 

 

このイベントの目的は、「夏に日本で体験できるスポーツやアウトドアを紹介し、日本

の地方の魅力をアピールする。加えて、日本の高品質なスポーツ・アウトドア用品の販売

促進を行う。」というもので、私たちのほかには、スノーピーク、岩谷気具（岩谷産業）、

漫画「山と食欲と私」、各自治体（山梨県、長野県、大阪府／市、沖縄県）が出展、PR し

ました。 

今回は大使館と企画の段階から相談させていただき、新潟米を使った「おにぎり作り体

験」も行いました。 
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スノーピーク、新潟米のおにぎり、実は漫画「山と食欲と私」の原作者が新潟出身とい

うこともあり、新潟色の強い一日となりました。 

 

当日は、公募で選ばれた約 80人の中国の方々が集まりました。参加者の募集は大使館 SNS

を通じて行われましたが、３時間で 800 人の応募があったそうです。中国ではコロナ禍の

あとから、キャンプを楽しむ若い世代が増えていると聞きましたが、関心の高さがうかが

えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おにぎり体験は、大盛況でした。中国の方は一般的に家庭でおにぎりを握ることはない

と聞いていたので、今回このように会場の皆さんが自分の手で新潟のお米を握って、楽し

そうにほおばっている姿を見て、新潟のお米の甘さやふっくらした食感を感じていただけ

たのではないかと嬉しく思いました。さらに今回は、新潟を代表する企業の一つであるス

ノーピークのテントやタープを体感しながらのおにぎりでしたので、新潟の魅力を五感で

味わっていただく機会とすることができました。ブースではお米の販売サイトの QRコード

を掲示しましたが、その場で購入される方もいました。 

 

また、スライドを使ったプレゼンの機会がありましたが、本市と誘客交流連携協定を結

んでいる佐渡市のスポーツも紹介しました。佐渡市は、４月のマラソンに始まり、５月ロ

ングライド、７月オープンウォータースイミング、９月トライアスロン、そして今年から

10 月のトレイルランニング大会が始まります。新潟といえば「スキー」ですが、グリーン

シーズンも楽しんでいただけるコンテンツがあることを今後も PRしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（PRしたスライドの一部） 
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 イベント全体を通じ、会場全体が本当に温かい雰囲気でした。今回のような直接交流で

きる機会が、相互理解や友好につながっていくのだろうと感じています。（生浦） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中国レポート No.114 2026年 5月 

 

 北京はもう初夏だ。北京の春は短く、桜が散り、桃の花が咲き、牡丹が見どころにな

れば、夏はすぐやって来る。 

 中国にとって、今年最大の外交イベントであるトランプ米大統領の訪問が終わった。

何事もなく、少なくとも表面的には友好ムードの中で終えたので、中国指導部はホッと

しているだろう。米中間には経済矛盾とは別に「台湾」という非常にデリケートな問題

が存在する。この問題は処理を誤ると戦争に発展しかねない危険な問題なのだ。だから

世界のほとんどの国は、対中国関係において、この問題に関与しないことが得策だと思

い、そうしている。 

 今回の米中首脳会談で、中国側は聞きなれない政治用語を持ち出した。「トゥキディ

デスの罠」だ。これはかつて米国の政治学者グレハム・アリソンが提起したもの。トゥ

キディデスは古代ギリシャの歴史家である。彼は著書「戦史」の中で次のように指摘し

た。当時のギリシャは陸地を中心に「スパルタ」が絶大な力を持ち、覇権を握っていた。

そこに海洋貿易をテコに、主に海を中心に勢力を拡大してきた「アテナイ」が迫ってき

た。スパルタは新興の挑戦者であるアテナイを抑えるためさまざまな策を講じるが、ア

西園寺 一晃先生の 
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テナイの勢力拡大を止める事が出来ない。両者の対立は激しくなり、それは約３０年続

く「ペロポネス戦争」を引き起こす。その結果両者とも傷つく。つまり先行する覇権国

と新興国は対立し、覇権争いを展開するが、その対立は往々にして戦争という「罠」に

はまってしまい、結果として双方とも傷つくというもの。中国はこの「トゥキディデス

の罠」を持ち出し、米国に対し「米中はライバルでなく、パートナーであるべきだ」と

呼びかけた。争えば互いに傷つくと米国に忠告したのだ。このことをトランプ大統領が

どうとったかは分からない。覇権国の米国と新興国の中国の矛盾は長く続くだろうが、

それが戦争という「罠」に陥るのは避けなければならないと言うのは、米中双方の共通

認識だと信じたいものだ。 

 トランプが米国大統領に就任して以来、世界は大激動に見舞われた。特にトランプは

貿易・経済戦争を中国に仕掛け、中国は大きな経済的嵐に見舞われた。しかし今の世界

経済は大中小の国すべてが繋がっていて、競争、協調、分業で成り立っている。この大

激動の中で、中国だけが翻弄されるわけではなく、米国を含むすべての国が多かれ少な

かれ混乱の中で不利益を被る結果となっている。北京の市民レベルで見れば、当初は「大

変な事だ」と、生活へのマイナス影響を怖れ、緊張したが、今はある意味「慣れっこ」

になった。それは現在の不景気は米中の経済的対立だけが原因ではなく、「ゼロコロナ」

政策の後遺症、中国経済の構造上の問題など複数の要因があるからだ。米中の経済対立

は当然中国経済全体に悪影響を及ぼしたが、一般市民全体の懐を直撃し、所得が下がっ

たわけではない。もちろん失業率、特に若年層の失業率は異常に高く、大卒生の間では

自嘲的に「卒業イコール失業」という言葉が流行っているなど問題は多いが、ほとんど

の一般家庭は家計が破綻するような現象は起きていない。多くの市民は米中関係がどう

なろうと、日中関係がどうなろうと、ウクライナ戦争がどうなろうとあまり関心はない。

それは自分たちの懐を直撃しないからだ。 

 ところが今回のイランと米国の戦争は少し違う。中東で戦火が上がれば、当然原油生

産と輸出に大きな影響が出る。特にホルムズ海峡が封鎖されれば、原油の動きは大きく

制限される。中国は日本ほど中東には依存していないが、中東から原油が入って来なく

なれば、経済は大きな打撃を受けるだろう。今回の米中首脳会談でもこの問題が討議さ

れ、ホルムズ海峡の自由航行が必要不可欠であると言う点で一致した。イランは中国に

とって友好国だが、中国はイランによるホルムズ海峡封鎖は到底容認できないのである。 

 米軍特殊部隊がベネズエラを急襲し、大統領を拘束した時は、確かに北京市民は衝撃

を受けたが、家計を直撃するわけではなかった。中国は近年ベネズエラとの関係を緊密

化させてきた。ベネズエラの原油を担保にした大規模な融資やインフラ整備を行ってき

た。例えば重質原油を処理するための大規模な精製石化プロジェクトなどである。中国

政府にとっては大損害である。北京市民が米国・イラン戦争、ホルムズ海峡封鎖に大い

に興味を持ち、危機感を募らせているのは、生活を直撃する可能性があるからだ。現実

問題としてガソリン価格が上がった。北京の場合、米国・イラン戦争前は大体 1 リット

ル当たりレギュラーで７．７元（１元は２３円～２４円）、それが今は９．２元ほどに

なった、またハイオクは同８．８元が１０．８元ほどに上がった。もちろん変動するの

で、これが固定値ではない。中国自動車協会（ＣＡＡＭ）によると、現在北京には約８

１０万台の自動車がある。その内新エネルギー車（ＥＶ、ＰＨＥＶ、燃料電池など）は

約１３０万台である。タクシーやバスといった営業車はかなりＥＶ化が進んでいる。一

般車は依然としてガソリン車主体だが、近年急速にＥＶ化が進んでいる。その意味では

ガソリンの需要が減るだろうが、発電や化学製品を考えれば、原油の重要性は当分変わ
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らない。原油価格の高騰が自動車以外の諸物価に大きな影響を与えるのは、どの国も同

じである。まして原油を大量に輸入している中国は直接大きな影響を受けるのは当然だ。

そこで今回は中国の原油（石油）事情について紹介する。 

 中国は１９９３年まで原油の純輸出国だった。ところが経済発展で原油需要が急速に

伸び、供給が追いつかず純輸入国に転落した。日本の、原油の中東依存率は９３％－９

５％で、ホルムズ海峡を通過するのはそのうちの９０％－９５％と言われる。中国はど

うかと言えば、中東依存率は約４割から５割で、そのうちホルムズ海峡を通過するのは 3

割から４割と言われる。この数字は状況により変動する。ホルムズ海峡の情勢が今後ど

うなるか不透明だが、米国・イラン戦争、ホルムズ海峡封鎖が中東の中国向け原油輸出

に悪影響を及ぼすのは避けられない。具体的には、原油価格の上昇と供給不足を招く可

能性があり、その結果ガソリンや化学製品のコスト上昇に値上がりが起きるのは避けら

れないだろう。 

 中国の、原油の歴史を簡単に振り返ってみる。１９４９年、中華人民共和国が建国さ

れたが、その時点で中国は陝西省に１９０７年に開削された小さな油田を持っているだ

けだった。当時のエネルギーの主力は依然として石炭で、中国は世界でも有数な産炭国

だった。しかし世界はすでに「石炭から石油へと」変化しつつあった。当時の中国は、

石油の１００％近くをソ連に頼っていた。つまり中国は石油という「武器」によって、

ソ連から首根っこを押さえつけられていたのである。１９５５年に新疆ウイグル自治区

の克拉瑪依（クラマイ）で油田が発見されたが、到底需要量は賄えなかった。１９５０

年代後半、中ソ間にマルクス主義の解釈を巡り論争が生じ（中ソ論争）、その論争は１

９６０年代の対決へとエスカレートした。その過程でソ連は中国への原油供給を止めた

のである。筆者は当時北京に住んでいたが、ほとんどのバス、乗用車は動かなくなった。

そのような異常事態の最中、中国東北の荒野で巨大油田が発見された。その油田は、そ

の後長い間中国の主力油田となる「大慶油田」である。そこから中国は原油の自給自足

が始まる。その後も勝利油田（山東省）、長慶油田（陝西省、内モンゴル自治区）、渤

海油田（海）、緩中油田（海）などが次々と発見され、自給だけでなく、１９７３年以

降は原油の純輸出国となり、日本への輸出も始まった。 

文化大革命が終結し、１９７９年から中国は鄧小平の「改革開放」の時代に入る。市

場経済を取り入れた中国経済は高度成長し、原油の需要も急増した。中国は１９９７年

からすでに原油の純輸入国となっている。２０００年以降需要が爆増し、輸入も激増す

るようになる。この頃から中国は原油を輸入に依存する危うさを意識し、２００１年の

第１０次５か年計画で「国家石油備蓄構築」が決定され、石油の「戦略的備蓄」のため

備蓄基地建設が始まる。因みに中国の備蓄石油は国務院国家能源局が所管し、国家石油

備蓄中心が管理している。 

 中国の１次エネルギーの主力は依然として石炭である。ここのところ石炭の比率が下

がり、石油の比率が上がっているが、同時に再生可能エネルギー比率が増えつつある。

２０２４年時点での１次エネルギー構成は以下の通りである。石炭５２．２％、石油１

８．３％、天然ガス８．９％、水力７．２％、原子力２．３％、再生可能エネルギー１

１．１％。 

 中国の現在の原油需要（２０２５年）は約７．８－８．３億トンであると言われる。

２０２５年の原油輸入量は５億７７７２万トンで、対前年比＋４．４％であった。つま

り中国の原油輸入依存率は約７０％と非常に高い。輸入の内４２．４％に当たる２億４
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４５２万トンが中東６か国から輸入された。内訳は以下の通り。サウジ１４．０％、イ

ラク１１．２％、ＵＡＥ６．５％、オマーン６．１％、クウェート３．３％、カタール

１．３％（中国税関総署）。中国の公式統計には、イランからの原油輸入記載はない。

これは米国等がイランの原油などエネルギーと金融に制裁をしているからである。中国

がイランから買っている原油は主に第３国経由と言われる。その量は学者、専門家など

の推測によると、サウジアラビアとイラクからの輸入の中間くらいのようだ。このイラ

ンからの輸入を加えると、中東からの原油輸入は総輸入量の５５％程度だろうと言われ

る。なお輸入先はロシアが第１位であり、総輸入の約１７％を占める。エネルギーの安

定確保からしても、ロシアは中国にとって重要な国である。生産量＋輸入量から消費量

（需要）を引いたものが備蓄に回される。膨大な原油を輸入しなければならないのは、

大変な経済的負担でもあり、原油価格が上がれば、さまざまな物価価格を押し上げる要

素となる。これはどの輸入国にも言える事であるが、中国の場合はケタが違う。世界の

輸入額ランキングは次のようになっている（２０２４年、単位百万ドル、ＧＬＯＢＡＬ 

ＮＯＴＥ） 

１，中  国  ３２５１８７ 

２，米  国  １７４４２４ 

３，インド  １３３７６８ 

４，韓  国   ８５３３４ 

５，日  本   ７１８１２ 

 原油埋蔵量の約５割が中東に集中していると言われるが、世界の統計をリアルタイム

で表示するウエブサイト「Ｗｏｒｌｄｏｍｅｔｅｒ」によると、２０２５年時点で世界

の原油埋蔵量は約１兆７６５１億バレルである。最も多いのがベネズエラの１７．１７％、

次にサウジアラビアの１５．１４％、以下イラン１１．８２％、カナダ９．２４％、イ

ラク８．２２％、ＵＡＥ６．４０％、クウェート５．７５％と続き、米国は４．７４％、

ロシアは４．５３％、中国は１．６０％である。 

 ところが原油消費量となると様相は異なる。以下は２０２４年時点の消費ランキング

である。 

１，米   国   ８．１４憶トン 

２，中   国   ７．５５憶トン（２０２５年は約８億トン） 

３，イ ン ド   ２．５７億トン 

４，ロ シ ア   １．７６億トン 

５，サ ウ ジ   １．７１億トン 

６，日   本   １．４７億トン 

以下ブラジル、韓国、カナダ、ドイツと続く。 

 では原油生産量のランキングはどうか（２０２４年） 

１，米   国   ８．５８億トン（シェール中心） 
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２，ロ シ ア   ５．２６億トン 

３，サ ウ ジ   ５．１０億トン 

４，カ ナ ダ   ２．９０億トン 

５，イ ラ ン   ２．３４億トン 

６，イ ラ ク   ２．１６億トン 

７，中   国   ２．１０億トン 

以下ブラジル、ＵＡＥ、クウェートと続く 

 中国の原油生産量の推移は： 

１９８０年  １．０億トン 

１９９０年  １．４億トン 

２０００年  １．６億トン 

２０２０年  １．９億トン 

２０２４年  ２．１０億トン 

２０２５年  ２．１６億トン 

 以上のように、中国は世界有数の産油国だが、世界第２の消費国であり、世界第１の

輸入国である。原油自給率は年々下がっている。他の多くの国と同じように、世界が平

和で自由に貿易が出来なければ中国経済は成り立たないのである。 

 中国の発電事情も紹介しておこう。経済発展に電力は不可欠であり、特に大量の電力

を必要とするレアアース生産の世界平均シェア７割―８割を有する中国は、電力が国家

の運命を左右すると言っても過言ではない。中国国家エネルギー局の発表によると、２

０２５年の発電量は９億７１５９億Ｋｗｈ（対前年比＋２．２％）だった。内訳は火力

６兆２９４６億Ｋｗｈ（同－１．

０％）、原子力４６８０億Ｋｗ

ｈ（同＋３．５％）、太陽光６

３６０億Ｋｗｈ（同＋２７．

０％）などである。再生可能エ

ネルギー（水力、太陽光、風力、

地熱、バイオマスなど）は発電

全体の約４１％になる。この再

生可能エネルギーだが、日本は

同２６％、米国は２２％である。

中国の火力発電は同５８％だ。

日本は同６５％、米国は５７％、

この内石炭火力に限れば中国

は同５５％、日本は同２８％、

米国は同１７％である。原発に関しては、中国はまだ比率が少ない。原発が全体のエネ

ルギーに占める割合は、２０２５年で中国５％、日本８％、米国１９％だ。２０２５年

【筆者プロフィール】 

 西園寺 一晃（さいおんじ かずてる）氏 

 １９４４年生まれ 

⚫ 明治の元勲・公爵・首相・枢密院議長である西園 

寺公望氏を曾祖父に持つ。  

⚫ 西園寺公一（きんかず）氏（第一回参議院議員・

日中文化交流協会常任理事）の長男。 

⚫ 北京大学経済学部卒業 

⚫ 朝日新聞社に在籍中は、日中関係の調査研究室長

などを歴任。退職後も中国問題の調査、研究にあ

たる。 

⚫ 現在工学院大学客員教授、北京大学客員教授、伝

媒大学客員教授、北京城市大学客員教授 
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４月、中国政府が発表した「中国原子力発展報告２０２５」によると、稼働中、建設中、

承認済の原子炉は合わせて１０２基で、設備容量は１億１３００万ＫＷ、これは原発設

備規模では世界１である。当然エネルギー総量の中に占める割合も今後は上がる。２０

３０年には稼働中の原発設備容量でも世界１になる見通しだ。なお、２０２４年の世界

電力需要総量における各国シェアは次の通り。中国３２．６％、米国１４．３％、ＥＵ

８．８％、インド６．７％。日本３．３％である。中国のシェアは抜きんでて多いが、

人口は日本の約１０倍強なので、相対的に考えれば日中は同じレベルである。ただし今

後の増強計画を考慮すれば、中国は近い将来世界のトップに躍り出る可能性は大だ。（止）  

西園寺一晃   ２０２６年５月 

 
■■お知らせ■■ 
 新潟市の中小企業、団体等が中国国内で経済活動を行うに当たり、様々な支援を行っています。 

お気軽にお問い合せください。 

【住所】中国北京市朝陽区建国門外大街 26 号 長富宮弁公楼 2014 室 

【メールアドレス】bjniigata@niigata-bj.net 

【URL】http://niigata.stars.ne.jp/zh/ 
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